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　４月１９日（月）Ｚｏｏｍにて、４月度例会～拡

大セミナー・会員拡大をＲeｔｈiｎkする～を開催

させていただきました。

日本青年会議所の賛助企業であり、保険・住宅業

界、経営者やスポーツ指導者など様々な人や会社を

コンサルタントしているアチーブメント株式会社の

野地様をお招きし、会員拡大について講演をしてい

ただきました。会員拡大運動をする上で大切な気持

ちや自信へのつなげ方など、多様な視点から切り込

む姿に、更なる会員拡大を目標とする我々和歌山青

年会議所としましても大変刺激のある、そして学び

のある講演であったと感じました。

我々会員拡大委員会としましても初めての事業にな

り、新型コロナウイルスの影響で実地開催が叶わ

ず、Ｚｏｏｍでの開催となったため、不備や至らな

会員拡大委員会　委員長　松原　翔太
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２０２１年４月１９日（月）

４月度例会　拡大セミナー

い点も多々あったかとは思いますが、理事の皆

さまをはじめ、多くのメンバーにご協力いただ

きましたおかげで、円滑に本事業を進めること

ができました。委員長の皆さまにおかれまして

も取りまとめなどのご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。

今回はリモート開催で講師の野地様と直接交流

を深められず、その点に関しましては大変残念

ではございますが、本例会で気づき、学んだこ

とを胸に、これからもメンバー全員で会員拡大

運動を進めていきます。最後に、野地様、そし

てメンバーの皆さまにおかれましては、今回会

員拡大委員会に多大なるご協力をいただき、誠

にありがとうございました。委員会を代表いた

しまして御礼申し上げます。

Ｚｏｏｍでの講演の様子 講師の　野地　優太氏



出向者紹介Report



会長　田邊　武

ReportReport 和歌山青年会議所裏千家茶道同好会　和歌山青松会

　裏千家茶道同好会は茶道を通じて、良識ある

近代人としての人間形成に努めるべく、自己鍛

錬に励むとともに、会員相互の友情を深め、親

睦を図ることを目的とし、２０１９年に発足し

た同好会です。

昨年３月に発足を記念し発会式を計画していま

したが、新型コロナウイルスの影響で延期とな

りました。

メンバー　新里　浩基

Report 和歌山ＪＣ野球部「ビバフェスタ」

ビバフェスタメンバー

　和歌山ＪＣ野球部『ビバフェスタ』は１９９３年度

に発足した野球チームです。  

昨年度は新型コロナウイルスの影響で活動が少なかっ

たですが、本年度はコロナ対策をして、今年こそは和

歌山県予選、近畿地区予選を突破し、全国大会に出場

して１つでも多く勝ち上がれるようにがんばります。

野球を通じて他のＬＯＭメンバーとの交流も大切に

し、和歌山青年会議所を覚えていただけるようなパ

フォーマンスを発揮するように練習を積んで試合に挑

んでいきたいと思います。皆さま応援のほどよろしく

お願いいたします。

また、私たちは一緒に活動するメンバーを随時募集し

ています。チームには野球未経験者も多く、入部には

経験を問いません。痩せたい方、日ごろ運動不足でお

悩みの方、入部をお待ちしております。

発会式に向けての会議の様子

改めて２０２１年１０月２４日（日）に発
会式を開催するために社会情勢を鑑みて準
備を進めてまいります。
月１～２回の練習や他ＬＯＭ主催の茶会に参
加することで、茶道を通じて現役・特別会員
との交流を深めることを目的とし、活動して
います。
皆さまの入会をお待ちしています。

打席に立つ片山専務



５月　スケジュール
  ５月度告知

『５月度例会　和歌山ブロック大会』
２０２１年５月１６日（日）

紀美野町文化センター 記念式典１０：００～（受付開始０９：３０～）

記念事業１３：５０～（開　　場１３：３０～）

ＹｏｕＴｕｂｅ　 　　　　　　１３：５０～

５月度例会は和歌山ブロック大会への参加をもって例会となります。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため定員（３０名）を超えた場合は

ＷＥＢでの参加となることをご了承ください。

ＹｏｕＴｕｂｅでライブ配信されますので皆さまご参加、ご視聴のほど

お願いいたします。
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わとらんタイムトラベル
～ジュニア・ドラゴンボート選手権～
（２００３年）

本年度は「わとらんタイムトラベル」と題し、和歌山青年会議所がこれまでに行ってきた様々な事業をわとらん

が当時の担当者にお話を伺って振り返ります。

今回は２００３年に行われた「ジュニア・ドラゴンボート選手権」について土井淳宏先輩にお話を伺います。

今回は２００３年に行われ
たジュニア・ドラゴンボー
ト選手権を振り返るらん

土井淳宏先輩ドラゴンボート事業の様子

この事業を行うことになった経緯について教えてほしいらん♪

「以前、私は社会人野球の選手としてプレーしていましたが、引退後は保育園の経営と学生を含むアマチュア野球の審

判員をしています。そのような経緯があり、委員長に就任して、当時の理事長と話し合ったときに青少年の育成に関す

る事業を行うことになりました。色々な種目を検討しましたが、ドラゴンボート協会の方とお話をする機会があり、一

般に馴染みの薄い競技ではありましたが、１人の能力に結果が左右されにくく、チームとして団結することが好結果に

つながると思い事業を進めました。」

事業を行うにあたって楽しかったことや苦労したことを教えてほしいらん♪

「とりわけ転覆の危険性について、理事会では安全面に関して多くの意見が挙がりました。特に泳ぎが苦手な方から

は、ご自身がその恐怖を身を持って理解していることもあり、自分では気づかなかった意見も多くいただきました。

そのおかげで救命胴衣着用の徹底や３人乗りのジェットスキー、救助ボートを複数台配置して万全の体制で事業に臨

むことができました。

事業当日は波が強くなってくることやジェットスキーの航行可能な時間が決まっていることもあり、日没までに全て終

わらせないといけなかったので、スケジュールの進行がシビアで事業の最中は気忙しかったように思います。

現在でも自分の保育園で行事を行うにあたってスケジュール管理や安全面への配慮を念頭に置くという習慣ができまし

たので、良い経験をさせてもらったと思います。」

現役会員にメッセージをお願いするらん♪

「会員数が減少しつつある現状について私自身、保育園経営や野球に携わる中

で少子化の流れは実感しており、コロナ禍についてもその影響を受けているの

で現役会員の皆さまもご苦労されていると思います。しかし、私が卒業した後

も多くの素晴らしい事業を行っており、それらは青年会議所だからこそできた

ものだと思います。これからも地域を担う団体として、皆さまのご活躍を期待

しています。」




